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小学校におけるキャリア教育第3章

第１節　小学校におけるキャリア発達
１　各学年団におけるキャリア発達のとらえ方
次の表は，平成18年11月に文部科学省から出された「小学校・中学校・高等学校　キャリア教

育推進の手引き　−児童生徒一人一人の勤労観，職業観を育てるために−」に示されているキャ
リア発達の特徴をまとめたものである。キャリア発達については，この表に基づき次のページで
示した視点で理解することが大切である。

小学校段階におけるキャリア発達の特徴

低　学　年 中　学　年 高　学　年

学校への適応 友達づくり,集団の結束力づくり 集団の中での役割の自覚,中学校への心の準備

・�あいさつや返事をする。
・�友達と仲良く遊び，助
け合う。

・�自分のよいところを見つ
けるとともに，友達のよ
いところを認め，励まし
合う。

・�自分の長所や短所に気付き，自分らしさを
発揮する。
・�異年齢集団の活動に進んで参加し，役割と
責任を果たそうとする。

・�身近で働く人々の様子
が分かり，興味・関心
をもつ。

・�係や当番の活動に取り
組み，それらの大切さ
が分かる。

・�いろいろな職業や生き方
があることが分かる。
・�係や当番活動に積極的に
かかわり，働くことの楽
しさが分かる。

・�身近な産業・職業の様子やその変化が分か
る。
・�自分に必要な情報を探す。
・�施設・職場見学等を通し，働くことの大切
さや苦労が分かる。
・�学んだり体験したことと，生活や職業との
関連を考える。

・�家の手伝いや割り当て
られた仕事・役割の必
要性が分かる。

・�作業の準備や片付けを
する。

・�決められた時間や，生
活のきまりを守ろうと
する。

・�互いの役割や役割分担の
必要性が分かる。
・�日常の生活や学習と将来
の生き方との関係に気付
く。
・�将来の夢や希望をもつ。
・�計画づくりの必要性に気
付き，作業の手順が分かる。

・�社会生活にはいろいろな役割があることや
その大切さが分かる。
・�仕事における役割の関連性や変化に気付く。
・�憧れとする職業をもち，今しなければなら
ないことを考える。

・�自分の好きなもの，大
切なものをもつ。

・�自分のことは自分で行
おうとする。

・�自分のやりたいこと，よ
いと思うことなどを考え，
進んで取り組む。
・�自分の仕事に対して責任
を感じ，最後までやり通
そうとする。

・�自分の仕事に対して責任をもち，見付けた
課題を自分の力で解決しようとする。
・�将来の夢や希望をもち，実現を目指して努
力しようとする。
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◆　小学１年生では入学以前の段階（幼稚園など）との連携を踏まえて小１プロブレムへの
対応が重視され，小学６年生では小学校卒業後の段階である中学校との連携を踏まえて，
中１ギャップへの対応を考える必要がある。

◆　人は社会における自己の立場に応じた役割を果たし，自分らしい生き方を実現しながら
生活する中でキャリアを形成する。キャリア発達をとらえるためには，「社会における自
己の立場」や発達段階において期待される役割を認識する必要がある。（p.7 参照）

◆　低学年では主に次の３点，①小学校生活に適応する，②身の回りの事象への関心を高め
る，③自分の好きなことを見付けて伸び伸びと活動する，が挙げられている。あくまでも
主な発達課題としてとらえて参考にするとともに，児童や地域の実態に応じて各学校ごと
に設定することが望ましい。（p.107 参照）

◆　中学年では主に次の２点，①友だちと協力して活動する中でかかわりを深める，②自分
の持ち味を発揮し役割を自覚する，が挙げられている。自己に関する理解や自己の生活習
慣にポイントを置いた低学年に対して，中学年では自己と他者や集団とのかかわりについ
ての発達課題が中心となることに配慮する必要がある。（p.123 参照）

◆　高学年では主に次の３点，①自分の役割や責任を果たし役立つ喜びを体得する，②集団
の中で自己を生かす，③社会と自己とのかかわりから自らの夢や希望をふくらませる，が
挙げられている。小学校においてリーダーシップを発揮する存在となる高学年では，集団
において役割や責任を果たすことが強調され，さらに社会とのかかわりを重視し，各自の
進路に夢や希望をもたせる段階であることを認識する必要がある。（p.143 参照）

◆　担当する学年団のキャリア発達のみを視野に収めるのではなく，自分の属する学年団の
前後の関係を理解することや，中学校の時期におけるキャリア発達との関連をとらえるこ
となど，時系列的な関連性を理解し，系統的な指導を行うことができるようにすることが
大切である。

２　各学校におけるキャリア発達の課題の具体的なとらえ方  

各学校でキャリア発達課題を設定する際には，既成のマトリックスを参考にして検討する学校
もあろう。しかし，大切なことは，児童や地域の実態に応じて次に挙げるような点に配慮し，各
学校の現状に合ったキャリア発達の課題を設定することである。

①�昨年度の学校評価の結果や児童の自己評価表などを参考にして，児童の実態を多面的に分
析し整理する。
②�目指す児童像や社会に求められる人間像と比較しながら，自校の児童の特徴や課題を分析
し，そこから発達課題を考える。
③�中心となる教員が（児童の実態に応じた）６年間を見通したマトリックスを作成し，それ
を基に教職員全員で，どの時期にどのような課題を設定することが適当かを話し合う。

次に挙げるのは，千葉市が作成したキャリア発達のマトリックスのモデル例である。

キャリア発達について理解しておくべき視点
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キャリア発達のマトリックスのモデル例

※�本例は，小学校学習指導要領（平成10年12月告示，15年12月一部改正）に準拠し，「児童生徒の職業観・勤労観を育む
教育の推進について（調査研究報告書）」（平成14年11月，国立教育政策研究所生徒指導研究センター）で示されてい
る職業的発達段階，発達課題，能力などをもとに，千葉市教育センターが千葉市キャリア教育モデルプランとして作
成したものである。

千葉市キャリア教育モデルプラン（小学校版）
キャリア発達を促すために育成することが期待される具体的な能力・態度と関連する教科・領域の活動例

領域 能力 1，2年 3，4年 5，6年

人
間
関
係
形
成
能
力

◆
自
他
の
理
解
能
力

◎自分の好き（嫌い）なことをいえる
「国語」−ぼく・わたしのすきなもの
「生活」−ともだちたくさんほしいな
◎お世話になった人に感謝する
「特活」−楽しい給食
「道徳」−2-（4）日頃世話になっている
人に感謝する
「生活」−つくって出そう年がじょう
今のわたし　これからのわたし

◎自分のよいところを見つける
「特活」−自己紹介
◎自分の生活を支えている身の回りの
人に感謝する
「道徳」−2-（1）礼儀の大切さを知り，
誰に対しても真心をもって接する
2-（4）生活を支えている人々や高齢者
に尊敬と感謝の気持ちをもつ
4-（4）先生や学校の人々を敬愛し，み
んなで協力しあって楽しい学級を作る

◎自分の長所，短所に気づく
「道徳」−1-（6）自分の特長を知って短所をあら
ため長所を伸ばす
◎自分の良さをのばす方策を考える
◎話し合いなどに積極的に参加し，自分と異な
る意見も理解しようとする
「特活」−学級会（日常生活の諸問題）
「道徳」−2-（4）謙虚な気持ちをもち，広い心で
自分と異なる意見や立場を大切にする

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

◎返事，挨拶をする
「道徳」−2-（1）気持ちのよい挨拶言葉
遣いを心掛ける
◎「ありがとう」「ごめんなさい」がいえ
る
日常生活の中で（道徳，特活等）
「特活」−6年生ありがとうの会
◎自分の考えをみんなの前で話す
「国語」−話したいな，聞きたいな
おもちゃはっぴょう会
◎友達との仲良く遊び，学び助け合う
「生活」−あそびにいこう
「道徳」−2-（3）友達と仲良く助け合う
「特活」−1年生になって　楽しい○○
休み
「図工」−クラスのみんな
「体育」−おにあそび
「音楽」−みんなであわせよう
◎身近な人々の生活に関心をもち，積
極的に関わる
「道徳」−4-（3）先生を敬愛し学校の
人々に親しんで学級や学校の生活を楽
しくする
4−（4）郷土の文化や生活に親しみ愛着
をもつ
「生活」−がっこうたんけん・町たんけ
ん（あくしゅ大さくせん）
「国語」−めいしでじこしょうかい

◎自分の意見や気持ちをわかりやすく
表現する
「国語」−発表しよう　ポスターセッシ
ョン　話し合い
「総合」−課題研究の発表
◎友達の気持ちを考え理解しようとす
る
「特活」−学級会での話し合い活動
◎友達と協力して，学習や活動に取り
組む
「総合」他全，特に体験学習等
◎友達のよいところを見つけ，励まし
合ったり，助け合ったりする
「道徳」−2-（3）友達と互いに理解し，
信頼し，助け合う
「音楽」−友達いっぱい，みんなで合わ
せて
「体育」−ゲーム，表現
◎外国の人々の生活に関心をもつ
「総合」−外国の文化（世界の○○−居・
食・住など）
（仲間っていいな）
「道徳」−4-（5）郷土の文化と伝統を大
切にし，郷土を愛する心をもつ
4-（6）我が国の文化と伝統に親しみ，
国を愛する心をもつと共に，外国の
人々や文化に関心をもつ

◎思いやりの気持ちをもち，相手の立場に立っ
て考え，行動しようとする
「道徳」−2-（2）誰に対しても思いやりの心をも
ち相手の立場に立って親切にする
◎異年齢集団の活動に進んで参加し，役割と責
任を果たそうとする
「特活」−たてわり活動，委員会活動，校外体験
学習
小中連携による学習活動（ボランティア活動，
合同○○祭，○○練習等）
「道徳」−4-（1）身近な集団に進んで参加し，自
分の役割を自覚し，協力して主体的に責任を果
たす
◎互いに協力し，助け合う
「道徳」−2-（3）互いに信頼し，学び合って友情
を深め，男女仲良く協力し助け合う
4-（6）先生や学校の人々へ敬愛を深め，みんな
で協力しあいよりよい校風をつくる
「音楽」−ひびけハーモニー，明るい声で
「体育」−ゲーム，表現
移動教室，農山村留学
◎異文化交流を通し，異国の文化に親しむと同
時に，我が国の文化と伝統を大切にする
「道徳」−4-（7）郷土や我が国の文化と伝統を大
切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する
心をもつ
4-（8）外国の人々や文化を大切にする心をもち，
日本人としての自覚をもって世界の人々と親善
につとめる
「総合」−英語活動，国際理解的課題
「社会」−世界の中の日本

情
報
活
用
能
力

◆
情
報
収
集
・
探
索
・
実
践
能
力

◎身近で働く人々の様子がわかり，興
味・関心をもつ
「生活」−大きくなあれ，がっこうたん
けん，まちたんけん
◎必要なことを集める
「生活」−かってみたいな
「国語」−さけが大きくなるまで　いき
もの図かんを作ろう

◎いろいろな職業があることがわかる
「社会」−わたしたちのくらしと商店街，
パン工場で働く人々，にんじん作りで
働く人 （々わたしのまちみんなのまち）
「社会」−安全を守る工夫
◎わからないことをいろいろな方法
（本，IT，アンケート，インタビュー，
実地踏査など）で調べ，正確な情報の
収集ができる
「総合」−インタビュー，アンケート調
査および図書，ITによる情報収集活動
（課題追究）

◎身近な産業・職業の様子やその変化がわかる
「社会」−わたしたちの生活と食量生産，工業生
産，生活と情報
◎必要な情報を適切な手段で探すことができる
総合，社会等−調べ活動
◎目的意図に応じて，集めた情報を再構築し，
効果的に伝える
「総合」−プレゼンテーション活動
「国語」−調べたことをまとめよう
「算数」−図・表に表したり，データを読んだり
する

◆
職
業
理
解
能
力

◎係や当番の活動に取り組み，その大
切さを知る
「生活」−まちたんけん
「特活」−掃除の仕方，みんなの係
◎身近な仕事に興味をもつ
「生活」−まちたんけん

◎係や当番活動に積極的に関わる
「特活」−係りの仕事
◎働くことの楽しさを知る
「道徳」−4-（2）働くことの大切さを知
り進んで働く
◎身近な生活を支える人々の仕事を理
解する
「社会」−市の仕事，工場，農業，消防，
警察

◎係・委員会活動の大切さを知り，積極的に関
わる
「特活」−学級会（係の仕事），児童会活動
◎施設・職場見学を通し，働くことの大切さと
苦労がわかる
「総合」−わが町ウオッチング
◎学んだり，体験したりしたことと，生活や職
業との関連を考える
「総合」−全般
「道徳」−4-（4）働くことの意義を理解し，社会
に奉仕する喜びを知って公私のために役に立つ
ことをする

将
来
設
計
能
力

◆
役
割
把
握
・
認
識
能
力

◎家の手伝いや割り当てられた仕事・
役割の必要性がわかる
「道徳」ー4ー（2）父母祖父母を敬愛し，
進んで家の手伝いなどをして
家族の役に立つ喜びを知る。
1ー（2）自分でやらなくてはならないこ
とはしっかり行う

◎互いの役割や役割分担の必要性がわ
かる
「道徳」ー4−（3）父母，祖父母を敬愛し，
家族みんなで協力しあって楽しい家庭
をつくる
◎日常の生活や学習と将来の生き方と
の関係に気づく
※様々な「体験活動」を通して

◎社会生活にはいろいろな役割があることやそ
の大切さがわかる
「家庭」ー楽しいひと時，近隣の人々との生活を
考える，これからの家庭生活と社会
「理科」ー人の生活と自然環境
「道徳」ー1ー（3）自由を大切にし，規律ある行
動をする
4ー（5）父母，祖父母を敬愛し，家族の幸せを
求めて，進んで役に立つことをする
◎仕事における役割の関連性や変化に気づく
「家庭」ーわたしと家庭生活

◆
計
画
実
行
能
力

◎作業の準備や片づけをする

◎決められた時間や約束を守ろうとす
る
「道徳」ー4−（1）みんなが使うものを大
切にし，約束や，決まりを守る「特活」
ー規則正しい生活　今年の抱負

◎将来の夢や希望をもつ
「道徳」ー1ー（5）正直に明るい心で元気
よく生活する
◎計画を立てることの必要性に気づき
作業の手順がわかる
※「総合」他全教育活動
「算数」ー見積もりや見通しの力を生か
す各教育学習
◎学習等の計画を立てる

◎将来のことを考えることの大切さがわかる
「道徳」ー1ー（5）真理を大切にして進んで新し
いものを求め工夫して生活をより良くする
「総合」ー見つけよう今の自分未来の自分
◎あこがれとする職業をもち，今，しなければ
ならないことを考える
「道徳」ー1ー（2）より高い目標を立て，希望と
勇気をもってくじけない努力をする

意
思
決
定
能
力

◆
自
己
管
理
・
選
択
能
力

◎自分の好きなもの，大切なものをも
つ
「特活」ーがんばっているね
◎して良いことと悪いことがあること
がわかる
「道徳」ー1ー（3）良いことと悪いことの
区別をし，良いと思うことを進んで行
う
◎必要応じてがまんができる
「道徳」ー1ー（1）健康や安全に気を付け
ものや金銭を大切にし，身の回りを整
えわがままをしないで規則正しい生活
をする規則正しい生活をする。
「特活」一学級活動「安全」「規則正しい
生活」「小遣いの使い方」など
「体育」ー健康・安全に留意して運動を
する

◎自分のやりたいこと，よいと思うこ
となどを考え，進んで取り組む
「総合」ー課題設定（自分にとって必要
な課題をとらえる）
◎してはいけないことがわかり，自制
する。
「道徳」ー1−（2）よく考えて行動し，あ
やまちは素直に改める
1ー（4）正しいと思うことは勇気をもっ
て行う
◎場面や状況に応じ，自分のとるべき
行動を考える
「道徳」ー1−（1）自分でできること自分
でやり，節度ある生活をする
「特活」ー「食育に関すること」
「体育」ー保健「健康の大切さ」

◎係活動など自分がやりたい係，やれそうな係
を選ぶ
「特活」ー学級会
◎教師や保護者に自分の悩みや葛藤を話す
※全教育活動
◎自分にとって価値ある価値あるものを選択す
る
◎場面や状況に応じ，適切な行動が出来る
「道徳」ー1ー（1）生活を振り返り，節度を守り
節制に心掛ける
「体育」ー保険「けがや病気」「食育に関すること」
「家庭」ー「私と家庭生活」「生活時間や買い物の
工夫」「これからの家庭生活と社会」

◆
課
題
解
決
能
力

◎自分のことは自分で行おうとする
「特活」ー1（2）年生になって
「生活」ーたくさんできるようになった
ね
たのしくあそぼう
「体育」ー水あそび

◎自分の仕事に対して責任を感じ，最
後までやり通そうとする
「特活」ー3（4）年生になって
「道徳」ー1ー（3）自分でやろうと決めた
ことはねばり強くやり遂げる
◎自分の力で課題を解決しようと努力
する
※「総合」他全教育活動

◎生活や学習上の課題を見つけ，自分の力解決
しようとする
※全教育活動
◎将来の夢や希望をもち実現を目指して努力し
ようとする
「道徳」ー1−（2）より高い目標を立て，希望と
勇気を持って
くじけないで努力する
「国語」ーみすずさがしの旅
「総合」ー見つけよう今の自分未来の自分

◆
生
命
尊
重
意
識

◎明るく楽しく生活する
「道徳」ー1−（4）嘘やごまかしをしない
で素直にのびのびと生活する
　2ー（2）身近にいる幼い人高齢者に温
かい心で接し親切にする
　3ー（2）生きることを喜び，生命を大
切にする心をもつ
（たいせつなじぶん）
　3ー（3）美しいものにふれ，すがすが
しい心をもつ
「国語」ー読書単元「おてがみ」等
「音楽」ーみんななかよし，みんなであ
わせて
「体育」ーボールけりゲーム
◎自然に親しむ
「道徳」ー3ー（1）身近な自然に親しみ動
植物に優しい心で接する
「生活」ーおおきくなあれ
　かってみたいな
「図工」ー土ってきもちいい

◎生命の尊さを感じる
「道徳」ー2ー（2）相手のことを思いやり
親切にする
　3ー（2）生命の尊さ感じ取り，生命あ
るものを大切にする
「国語」ー読書単元「わすれられないお
くりもの」「一つの花」等
「社会」ー人々の安全を守る工夫
◎気高さを感じる
「道徳」ー3ー（3）美しいものや気高いも
のに感動する心をもつ
「図工」ー教科書美術館
◎自然を大切にする
「道徳」ー3−（1）自然のすばらしさや不
思議さに感動し，自然や動植物を
　大切にする
「理科」ー生物とその環境

◎自他の生命を大切にする
「道徳」ー3−（2）生命がかけがえないものであ
ることを知り自他の生命を尊重する。
「国語」ー読書単元「大造じいさんとがん」「川と
ノリオ」等
「社会」ー世界の中の日本，平和な国際社会の実
現
◎畏敬の念をもつ
「道徳」ー3−（3）美しいものに感動する心や人
間の力を超えたものに対する畏敬の念をもつ
「図工」ー教育書美術館
◎自然を大切にし，環境を守る
「道徳」ー3ー（1）自然の偉大さを知り，自然環
境を大切にする
「理科」ー生物とその環境

（平成17年度修正版）
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